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	応用
	抗原情報
	背景
	ERBB3（v-erb-b2赤芽球性白血病ウイルス癌遺伝子ホモログ3、鳥類）​​。上皮成長因子受容体（EGFR）ファミリーの受容体チロシンキナーゼの一員です。この膜結合タンパク質はニューレグリン結合ドメインを有しますが、活性キナーゼドメインは有しません。そのため、このリガンドに結合することはできますが、タンパク質リン酸化を介して細胞内にシグナルを伝達することはできません。しかし、キナーゼ活性を持つ他のEGF受容体ファミリーメンバーとヘテロ二量体を形成します。ヘテロ二量体形成は、細胞増殖または分化につながる経路の活性化につながります。この遺伝子の増幅および／またはタンパク質の過剰発現は、前立腺がん、膀胱がん、乳がんなど、多くのがんにおいて報告されています。異なるアイソフォームをコードする代替転写スプライスバリアントが特徴付けられています。1つのアイソフォームは膜間領域を欠き、細胞外に分泌されます。この形態は膜結合型の活性を調節する働きをする。追加のスプライスバリアントも報告されているが、それらは十分に特徴づけられていない。
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	ERBB3マウスmAbを用いた、ヒトERBB3（aa22-369）-hIgGFcを導入したHEK293細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析（1）。
	

	ERBB3マウスmAb（緑）を用いた、細胞外ERBB3（アミノ酸22-369）-hIgGFcを導入したHEK293細胞の共焦点免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。

